
南町田グランベ リーパーク駅周辺のまちづくりの推進に関する脇定書

町円市 (以下、「甲」という。)及び東急株式会社 (以 下、「乙」という。)は、甲乙間で 2019年 4月

1日 付けで締結した「町田市内の東急田園都市線沿線地域におけるまちづくりの推進に関する協定

書 (第 1回更新)」 (以下、「沿線協定」という。)に基づき、南町田グテイベリーパーク駅周辺の

まちづくりに関して、次の通 りに協定 (以 下、「本協定」という。)を締結する。

(目 的)

第 1条 本協定は、甲乙間で締結 .し た 2014年 10月 1日 付け「南町岡駅周辺におけるまちづくり

の推進に関する協定書」及び 2016年 2月 29日 付け「南町田拠点倉1出 まちづくリプロジェク

…. 卜の共同推進に関する協定書」 (以 下、「プロジェクト協定」とい う。)において甲乙で合意 し

た基本理念及び取組内容等を継承し、引き続き、甲及び乙が「南町田拠点創出まちづくリプ

ロジェク ト」 (以 下、「本プロジェク ト」という。)を柱として南町田グランベ リーパーク駅周

_:辺のまちづくりに連携・共同して取り組むこと (以下、「本取組」という。)に合意し、その

内容、推進方法等について定めることを目的とする9

(位置及び範囲)

第 2条 本取組の中核となる本プロジェク トの実施範囲は、別紙 「位置・範囲図jを基本とす

る。

(本取組の基本理念)

第 3条 甲及び乙は、甲が 2015年 6月 に策定した『南町田駅周辺地区)とし点整備基本方針』 (以

下、「拠点整備方針」とい う。)に定めるまちづくりのコンセプ ト及び基本方針並びに沿線協

定第 1条に定める基本理念に則 り、本取組の基本理念を以下のとお り定める。

(1)人 日減少・高齢化の動向を提え、郊外住宅地の魅力の再構 慕́と持統的な発展のため、官民が連

携・共同して、都市基盤、都市公園、商業施設、都市型住宅等を一体的に再整備し、都市公園と

商業施設とが融合した全国でも例のない魅力的な「新しい暮らしの拠点」を創り出していく。

(2)新たな住民の獲得や上也域の住み替えサイクルの倉1出 により、沿線地域一帯に暮らす世代間の循

環やバランスのとれた人口構成を維持するとともに、地域内の交流の活性化をはじめ、来訪者を

交えたにぎわい 。交流活動を展開し、良好な住宅市街地とコミュニティを次世代につなげていく

ための持続可能なまちづくりに取り組む。

2 甲及び乙は、本取組の基本理念を共有し、将来にわたる地域の持統的な発展を目指して、地域の

市民、地域団体等との連携を図りながら、主体的かつ継統的にまちづくりに取り組むものとする。

3 本取組の推進において、甲及び乙は、第 1項に定める木取組の基本理念の達成のために、必要に

応 じて、既存の制度や枠組みにとらわれない新 しい手法、制度、体系等を創 りだしていくことも視

野に入れ、従来の官民の領域を相互に超えた提案、実践を行つていくものとする。

(取組内容 )

第 4条 甲及び乙は、前条に定める基本理念を達成するため、拠点整備方針における3つの方針

内容を踏まえ、次に掲げる計画事項について取 り組むものとする。



(1)ま らの回遊動線及び地域住民にとつて安全なアクセス路となる歩行者ネットワークの構築

(2)み どり。回遊 a交流 tに ぎわいをコンセプトにした、都市公園、商業施設、パークライフ・

サイ ト及び複合利用プーンに跨る、別紙に定める「にぎわいの融合ゾーン」(以下「融合ゾー

ンJと いう。)の形成・充実

(3)新たな定住人口の確保と地域の住み替えサイクル創出に資する都市型住宅機能の導入

(4)地城の防災 コ防犯性向 にに資する機能の導入            ,
(5)プ ロジェクトエリア周辺地域における拠点機能の強化と更なる魅力向上

(6)南町田グランベリーパーク駅周辺と町田市内外地域との拠点関連携の検討

(推進手法)

第 5条 甲及び乙は、双方がまちづくりの主体として、両者協議の上、次に掲げる手法を基本として、

本取組を推進するよう努めるものとする。

(1)土地区画整理事業

甲及び乙は、2021年 2月 24日 付け東京都から施行認可を受けた「封丁円都市計画事業南町円駅周

辺土地区画整理事業 事業計画 (第 1回変更)」 に基づき、事業を遂行するc

(2)歩行者ネントワ~ク 整備事業

甲及び乙は、拠点整備方針に基づき、公有地・民有地の区別なく連続した歩行者ネットワークと

して形成するとともに、地域住民・来訪者にとつて快適かつ安全安心に利用できる歩行空間とし

て維持管理を図るものとする。

(3)融合ゾーン魅力創出事業・複合利用ゾーン整備事業

甲及び乙は、拠点整備方針に基づき、既に整備した鶴開公園や商業施設の融合ゾーン整備や運営

状況を踏まえ、更なるにぎわいの創出に資する融合ゾーンの拡充を図る。また、拠点整備方針で示

す複合利用ゾーンの土地利用及び歩行者ネットワークに関する方向性を踏まえ、南町田グランベジ

ーパークの各機能を補完する機能の導入を醒るため、将来の土地利用計画に合わせた適切な役割分

担を図り、連携して整備に取り組む。

(4)獅
`市

型住宅整備事業

乙は、拠点整備方針に掲げる若年層など新たな住民の流入と地域の住み替えサイクルの実現に

向けて、都市型住宅の整備に取り組むものとする。

(5)そ の他の拠点創出まちづくりの取組

甲及び乙は、周辺地域の開発動博1を注視しながら、プロジェクトエリア及びその周辺地域にお

ける、更余る魅力向上及び町円市内外の拠点関連携につながるまちづくりに連携 して取り組む。

(推進体制)

第 6条 甲及び乙は、前条に掲げる事業推進にあたり緊密に連絡・連携を図るとともに、敗組内容及び

推進手法に応じた役割分担、費用負担、事業スケジュール等については別途協議して定め、必要に

応じて、各事業の協定を締結して推進するものとする。

(有効期間)

第 7条 本協定の有効期間は、本協定の締結日から2024年 3月 31日 までとし、甲及び乙は、有効翔問

満了日までに更新に関する協議を行 うものとする。



(協議事項)

第8条 本協定に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、甲乙協議の上(定めるものとする。

本協定の締結を証するため、本協定書2通を作成し、甲るそれぞれが署名の上、.各自その1通を保有

するものとする。

:  2021年 4月 1日

甲 東京都町田市森野手T,電二争番 12狩
町甲市     I′ ・:l ii

市長1 石阪 丈

乙 束爪
~都

渋谷区南平台町j番 6号

ズ急株式会社

取締役社長  高橋
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リプロジェクト範囲

都市型住宅

― ン
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(都市公園)
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(商業施設)




